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明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

の
２
０
１
９
年
度
総
会
が
７
月
６

日
、
秋
田
市
の
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。こ
の
中
で
、

「
在
学
生
の
秋
田
県
父
母
会
会
員

を
特
別
準
会
員
」
と
す
る
会
則
の

変
更
を
承
認
し
、
父
母
会
と
の
連

携
を
強
化
す
る
方
向
性
が
打
ち
出

さ
れ
た
。

総
会
お
よ
び
懇
親
会
に
は
62
人

の
校
友
ら
が
出
席
。昨
年
に
続
き
、

平
成
卒
業
組
の
若
手
の
姿
が
目

立
っ
た
。

最
初
に
就
任
２
年
目
の
鶴
田
有

司
支
部
長
（
昭
和
50
年
・
経
営
卒
）

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
県
内
に

は
約
１
８
０
０
人
の
校
友
が
い
る

が
、
明
治
大
学
の
最
近
の
入
学
志

願
者
は
13
年
連
続
で
10
万
人
を
超

し
、
名
実
と
も
に
人
気
大
学
に

な
っ
た
」
と
強
調
。
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
の
活
躍
に
も
触
れ
、「
今
年
1

月
に
ラ
グ
ビ
ー
が
22
大
会
ぶ
り
13

度
目
の
優
勝
を
飾
り
、
野
球
も
春

季
リ
ー
グ
で
優
勝
し
て
く
れ
た
。

お
か
げ
で
我
々
の
意
気
も
上
が
っ

た
」
と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
田
部
井

茂
・
明
治
大
学
理
事
は
母
校
の
現

状
を
説
明
し
な
が
ら
「
明
治
大
学

は
今
年
、創
立
138
周
年
を
迎
え
る
。

140
周
年
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
実
の

あ
る
事
業
を
展
開
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
富
樫
芳
勝
・
明
治
大
学

校
友
会
副
会
長
は

「
校
友
会
は
『
明
治

は
ひ
と
つ
』
の
掛
け

声
の
下
に
頑
張
っ
て

い
る
。
我
々
Ｏ
Ｂ
は

母
校
と
共
に
歩
み
た

い
」
と
力
強
く
語
っ

た
。続

い
て
２
０
１
８

年
度
の
会
務
報
告
と

決
算
報
告
、２
０
１
９�

年
度
の
事
業
計
画
案

と
予
算
案
を
原
案
通
り
承
認
。
代

議
員
に
木
村
友
勝
（
昭
和
39
年
・

農
卒
）、
大
地
進
（
同
52
年
・
政

経
卒
）、
佐
々
木
章
（
同
55
年
・

商
卒
）、
米
屋
美
生
夫
（
同
56
年
・

商
卒
）
の
4
氏
、
副
支
部
長
を
石

川
聡
氏
（
同
58
年
・
法
卒
）
か
ら

兼
子
達
弘
氏
（
同
57
年
・
農
卒
）

に
変
更
、
廣
田
睦
子
さ
ん
（
平
成

16
年
・
法
卒
）
を
新
た
に
副
幹
事

長
と
す
る
役
員
人
事
も
承
認
し

た
。総

会
後
の
懇
親
会
で
は
、
恒
例

の
明
大
ク
イ
ズ
選
手
権
な
ど
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
全
員

で
肩
を
組
み
明
治
大
学
校
歌
を
熱

唱
し
た
。

そ
れ
で
も
33
歳
ま
で
現
役
生
活

を
続
け
ら
れ
た
の
は
「
ダ
イ
エ
ー

の
セ
リ
ン
ジ
ャ
ー
監
督
と
出
会
っ

た
た
め
」
と
説
明
。
こ
の
良
き
指

導
者
か
ら
の
数
々
の
教
え
が
斎
藤

さ
ん
を
支
え
た
と
い
う
。

例
え
ば
欠
点
を
け
な
す
の
で
は

な
く
、「
欠
点
は
個
性
」
と
と
ら

え
「
欠
点
が
見
え
な
く
な
る
ま
で

長
所
を
伸
ば
す
」
指
導
を
受
け
た

と
振
り
返
り
な
が
ら
、「
ス
ポ
ー

ツ
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
に
通
じ
る

考
え
だ
」
と
力
説
し
た
。

そ
し
て
夢
に
向
か
っ
て
必
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
情
熱
、信
頼
、

努
力
を
挙
げ
、「
夢
は
あ
き
ら
め

た
ら
終
わ
り
。
あ
き
ら
め
な
け
れ

ば
終
わ
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

さ
わ
や
か
な
語
り
口
の
中
に

も
、
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た
示

唆
に
富
む
講
演
内
容
だ
っ
た
。

元
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

代
表
の
斎
藤
真
由
美
さ
ん
が
総
会

後
、「
夢
に
向
か
っ
て
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。

斎
藤
さ
ん
は
、
わ
ず
か
15
歳
で

全
日
本
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

し
か
し
右
肩
負
傷
、
さ
ら
に
交
通

事
故
で
大
け
が
を
負
う
な
ど
し

て
、
何
度
も
挫
折
を
経
験
し
た
。

総会であいさつする鶴田支部長

父
母
会
と
の
連
携
強
化

父
母
会
と
の
連
携
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化
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県
支
部

県
支
部

総
　
会

総
　
会

夢
に
向
か
っ
て

�

情
熱
、
努
力
を

元
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
代
表

斎
藤
さ
ん
が
講
演
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昭
和
37
年
に
明
治
大
学
を
卒

業
し
て
、
早
い
こ
と
半
世
紀
余

り
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
今
日

ま
で
明
大
の
校
友
と
し
て
母
校

を
顧
み
る
と
き
、
同
窓
で
あ
れ

ば
こ
そ
の
社
会
へ
の
関
わ
り
の

数
々
が
走
馬
灯
の
ご
と
く
去
来

し
て
ま
い
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
学
生
時
代
に
築

か
れ
た
同
期
生
と
の
交
流
、
そ

し
て
同
窓
生
と
し
て
社
会
的
、

職
業
的
な
め
ぐ
り
会
い
、
そ
う

し
た
機
会
を
通
じ
て
の
人
間
関

係
の
広
が
り
等
々
、
明
治
大
学

に
在
学
で
き
た
こ
と
が
私
の
人

生
を
深
め
て
き
た
と
の
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
現
在
で
も
、

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
ク
ラ

ス
会
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
会
、
部
活

動
を
通
し
た
先
輩
後
輩
の
交
流

な
ど
、
上
京
す
る
こ
と
が
楽
し
み

で
す
。

さ
て
大
館
で
は
、
私
が
学
生
時

代
か
ら
母
校
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
の
演
奏
会
が
毎
年
の
よ
う
に
行

わ
れ
、
こ
れ
ま
で
25
回
に
も
及
ん

で
い
ま
す
。
私
自
身
、
学
生
だ
っ

た
昭
和
37
年
に
そ
の
責
任
者
と
し

て
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
市
民
会
館
も
な
く
て
、
私

の
母
校
の
大
館
鳳
鳴
高
校
の
講
堂

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
、
2
カ
月
間
に
も
及

ん
だ
準
備
活
動
を
通
し
て
数
々
の

社
会
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

私
の
人
生
に
お
け
る
人
間
修
養
の

大
き
な
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
平
成
20
年
に
は
明
治

大
学
全
国
校
友
秋
田
大
会
が
秋
田

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
館
市

扇
田
出
身
で
当
時
秋
田
県
支
部
長

だ
っ
た
蒔
苗
昭
三
郎
氏
が
奮
闘
さ

れ
て
大
成
功
を
収
め
、
全
国
に
そ

の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
秋
田
県
支

部
の
組
織
化
に
も
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

大
館
北
秋
明
大
会
で
も
毎
年
、

会
員
に
呼
び
掛
け
て
会
を
招
集
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
近

年
は
参
加
者
も
減
少
傾
向
で
固

定
化
し
つ
つ
あ
り
、
し
か
も
高

齢
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
現
実
に
は
同
窓
生
が

地
元
で
活
躍
し
て
お
り
、
ま
た

県
外
な
ど
か
ら
企
業
に
赴
任
し

て
い
る
同
窓
生
も
多
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
組
織

化
が
大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。校

友
と
い
う
の
は
、
利
害
を

超
え
て
心
と
心
が
通
い
合
え
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
大

切
に
し
て
、
秋
田
県
に
住
む
明

治
大
学
卒
業
生
が
一
丸
と
な
っ

て
前
進
す
る
こ
と
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

�

（
昭
和
37
年
・
政
経
卒
）
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総会・懇親会に62人
平成卒業が13人も

田部井理事

総会に臨む校友

富樫校友会副会長
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校
友
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
、
昨
年
は
、
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
た
西
日
本

へ
の
復
興
支
援
、
中
村

順
子
氏
を
お
迎
え
し
て

の
講
演
会
、神
宮
会（
東

京
六
大
学
Ｏ
Ｂ
会
）
に

対
す
る
支
援
、
全
国
校

友
大
会
や
ラ
グ
ビ
ー

部
激
励
会
へ
の
参
加

支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。�

今
年
度
も
校
友
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
連
携
強
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
①
準
会
員
で
あ

り
な
が
ら
活
動
に
参
加
で
き
な
い

現
役
学
生
の
現
状
を
鑑
み
、
支
部

会
則
を
改
め
、
秋
田
県
父
母
会
会

員
を
校
友
会
特
別
準
会
員
と
し
、

活
動
の
連
携
強
化
、
次
世
代
の
校

友
会
組
織
づ
く
り
を
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
関
連
し
て
、
②
県
内
就
職
活
動

に
伴
う
現
役
学
生
へ
の
旅
費
等
の

支
援
。

③『
明
大
女
性
会
議
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
』
の
新
設
。
総
会
・
懇

親
会
と
は
別
に
、
女
性
だ
け
の
ホ

テ
ル
で
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
企

画
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

④
元
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
代
表
、
斎
藤
真
由
美
氏
を
お
迎

え
し
て
の
講
演
会
の
開
催
。

⑤『
会
報
』
第
29
号
の
制
作
。

会
報
の
発
行
に
は
発
送
費
が
半
分

を
占
め
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

『
紙
』
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

手
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
温
か

な
絆
が
結
ば
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

⑥
そ
し
て
昨
年
と
同
様
、
全
国

校
友
大
会
へ
の
参
加
支
援
、県
北
・

県
南
支
部
の
活
動
へ
の
支
援
。
親

し
み
や
す
い
総
会
懇
親
会
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

昨
今
「
男
社
会
」
か
ら
「
お
と

な
社
会
」
の
し
な
や
か
さ
を
も
っ

た
社
会
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
ず
は
、
理
屈
な
し
に
「om

o�
sirena-

」
で
あ
る
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
秋
田
県
支
部
幹
事
長
・
大
坂

良
宏
＝
昭
和
52
年
経
営
卒
）

明
治
の
明
日
は

明
治
の
明
日
は

��

女
性
が
決
め
る
！

女
性
が
決
め
る
！
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収支計算書（自 2018年4月1日　至 2019年3月31日） （単位：円） 収支予算書（自 2019年4月1日　至 2020年3月31日） （単位：円）

収入の部 予算額 支出の部 予算額
Ⅰ 本部より助成金収入 Ⅰ 事業費
1 支部総会開催通知費 177,000 1 学生表彰費 0
2 支部総会会場費 200,000 2 学生団体助成金 30,000
3 支部運営助成金 218,000 3 地域支部交流費 200,000
4 支部公開講演会費 0 4 支部公開講演会費 80,000
5 講演会チラシ等作成費 0 5 義援金 0

Ⅱ 支部会費収入 510,000 6 その他事業費 260,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 Ⅱ 広報費
Ⅳ 事業収入 0 1 支部会報発行費 300,000
Ⅴ 寄付金収入 0 2 広報関係費 10,000
Ⅵ 果実収入 1,000 Ⅲ 組織費
Ⅶ 雑収入 70,000 1 地域支部助成金 0

Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会費 800,000
(2) 役員会費 100,000
(3) 監査委員会費 10,000
(4) 委員会費 10,000
(5) 業務費 40,000
2 事務費 50,000
3 慶弔費 50,000

Ⅴ 積立金 0
Ⅵ 予備費 0

収入合計 1,476,000 支出合計 1,940,000
当年度収支差額 -464,000

前年度繰越収支差額 2,423,108 次年度繰越額 1,959,108
合　計 3,899,108 合　計 3,899,108

収入の部 予算額 決算額 差額
Ⅰ 本部より助成金収入
1 支部総会開催通知費 165,000 177,217 -12,217
2 支部総会会場費 180,000 200,000 -20,000
3 支部運営助成金 218,000 218,000 0
4 支部公開講演会会場費 0 0 0
5 講演会チラシ等作成費 0 0 0

Ⅱ 支部会費収入 510,000 510,000 0
Ⅲ 総会費収入 300,000 243,000 57,000
Ⅳ 事業収入 0 0 0
Ⅴ 寄付金収入 0 0 0
Ⅵ 特別寄付金収入 0 0 0
Ⅶ 果実収入 1,000 523 477
Ⅷ 広報費 0 0 0
Ⅸ 雑収入 70,000 90,000 -20,000
Ⅹ 基金取崩収入 0 0 0
収入合計 1,444,000 1,438,740 5,260
前年度繰越収支差額 2,955,936 2,955,936 0

合　計 4,399,936 4,394,676 5,260
支出の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 事業費
1 学生表彰費 0 0 0
2 学生団体助成金 30,000 0 30,000
3 地域支部交流費 200,000 67,790 132,210
4 支部公開講演会費 50,000 68,900 -18,900
5 義援金（西日本豪雨） 0 200,000 -200,000
6 その他事業費 200,000 237,000 -37,000

Ⅱ 広報費 0
1 支部会報発行費 300,000 294,180 5,820
2 広報関係費 50,000 4,027 45,973

Ⅲ 組織費
1 地域支部助成金 0 0 0

Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会費 780,000 801,769 -21,769
(2) 役員会費 70,000 114,878 -44,878
(3) 監査委員会費 10,000 0 10,000
(4) 委員会費 10,000 0 10,000
(5) 業務費 30,000 46,474 -16,474
2 事務費 50,000 50,000 0
3 慶弔費 50,000 86,040 -36,040

Ⅴ 積立金 0 510 -510
Ⅵ 予備費 0 0 0
支出合計 1,830,000 1,971,568 -141,568
当年度収支差額 -386,000 -532,828 146,828
次年度繰越額 2,569,936 2,423,108 146,828

合　計 4,399,936 4,394,676 5,260

一段と深まった 校友の絆一段と深まった 校友の絆一段と深まった 校友の絆一段と深まった 校友の絆
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校
友
会
秋
田
県
支
部
の
総
会
で

は
冒
頭
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
す

る
の
が
習
わ
し
だ
。
そ
れ
も
必
ず

３
番
ま
で
。「
白
雲
な
び
く
」
の

１
番
は
も
と
よ
り
、
２
番
も
自
然

と
歌
え
る
の
だ
が
、
３
番
と
な
る

と
怪
し
く
な
る
▼
そ
の
３
番
の
出

だ
し
が
「
霊
峰
不
二
」。
富
士
山

の
こ
と
を
「
不
二
」
と
表
現
し
た

古
文
献
も
あ
り
、「
二
つ
と
な
い

山
」
を
強
調
す
る
た
め
敢
え
て
そ

う
表
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
校
歌
の

作
曲
者
は
ご
存
じ
、
山
田
耕
筰
で

あ
る
。「
で
は
作
詞
は
？
」
と
問

わ
れ
て
即
答
で
き
る
人
は
意
外
に

少
な
い
の
で
は
な
い
か
▼
正
解
は

児
玉
花か

外が
い

。
明
治
７
年
、
京
都
に

生
を
享
け
た
詩
人
だ
。
大
正
９
年

に
学
生
主
導
で
校
歌
作
成
の
機
運

が
高
ま
り
、
児
玉
に
作
詞
を
依
頼

し
た
と
い
う
。
そ
の
経
緯
は
母
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
明
大
校
歌
誕

生
の
周
辺
」
に
詳
し
い
▼
と
こ
ろ

で
児
玉
の
本
名
は
伝
八
。
花
外
と

の
雅
号
は
「
一
生
を
出
世
栄
達
と

い
う
花
の
外
に
い
る
」
と
の
思
い

か
ら
だ
と
か
。
そ
れ
を
理
解
し
て

歌
え
ば
、
一
味
も
二
味
も
違
う
。

（
編
集
担
当
・
大
地
進
）

現
在
私
は
体
同
連
ラ
グ
ビ
ー
部

Ｍ
Ｒ
Ｃ
の
主
将
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

体
同
連
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
監
督

が
い
な
い
た
め
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や

メ
ン
バ
ー
、
練
習
試

合
を
組
む
こ
と
な
ど

全
て
の
こ
と
を
学
生

主
体
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
中

学
校
、
高
校
で
も
主

将
を
務
め
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
の
こ

と
は
監
督
や
部
長
先

生
が
全
て
や
っ
て
く

れ
て
い
た
こ
と
で
し

た
。
自
分
で
実
際
に

や
る
こ
と
で
ラ
グ
ビ
ー
に
関
わ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
会
計
の
大
変

さ
と
い
っ
た
事
務
的
な
仕
事
の
苦

労
な
ど
裏
方
の
仕
事
も
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
環
境
の

中
で
学
生
な
が
ら
に
一
生
懸
命
仕
事

を
や
る
こ
と
で
主
体
的
に
動
く
行
動

力
や
、
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
責
任

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
体
同
連
ラ
グ
ビ
ー
部

な
ら
で
は
の
経
験
で
あ
り
、
こ
の
組

織
に
入
っ
て
こ
そ
成
長
で
き
た
も
の

と
心
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
人

に
な
っ
た
時
、
自
ら
考
え
、
行
動
す

る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
と
き
、

こ
の
組
織
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
行
動
力
と
責
任
感
の
あ
る
行
動

で
明
大
生
の
名
に
恥
じ
な
い
社
会
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｃ
で
は
１
年
生
と
２
年
生
の

時
に
関
東
リ
ー
グ
を
制
し
、
東
西
対

抗
で
も
関
西
リ
ー
グ
の
勝
者
を
倒
し

て
２
年
連
続
日
本
一
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
残
念
な
が
ら
リ
ー
グ
戦

で
２
位
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
私
が

主
将
に
な
っ
た
今
年
は
日
本
一
奪
還

を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
体
育
会
の
よ
う
な
華
や
か
さ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
業
で
は
、
公
共
経
営
学
科
と
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
運
営
に

つ
い
て
学
び
、
権
威
あ
る
先
生
の
講

義
を
受
け
、
世
界
単
位
で
物
事
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
世
界
で
起

き
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
講
義

だ
け
で
な
く
、
ゼ
ミ
活
動
で
も
海

外
研
修
を
行
い
東
南
ア
ジ
ア
の
企

業
に
実
際
に
訪
問
し
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
身
を

も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
も
明
治
大
学
に

入
っ
た
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
も

の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
１
年
、
大
学
生
活
の
集
大

成
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
、
学
業
共
に

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
充
実
し

た
１
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
経
営
学
部
4
年
・
体
同
連
ラ
グ

ビ
ー
部
Ｍ
Ｒ
Ｃ�

主
将
）

寄稿・投稿

編
集
後
記

編
集
後
記

（
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

◆
明
治
大
学
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部

が
22
年
ぶ
り
の
大
学
日
本
一
＝
明

治
大
学
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
は
１

月
12
日
、
第
55
回
全
国
大
学
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

の
決
勝
で
、
天
理
大
学
を
22
―
17

で
下
し
優
勝
。１
９
９
７
年
以
来
、

22
年
ぶ
り
13
回
目
と
な
る
大
学
日

本
一
の
座
に
輝
き
ま
し
た
。

◆
硬
式
野
球
部
が
東
京
六
大
学
春

季
リ
ー
グ
で
40
回
目
の
優
勝
＝
体

育
会
硬
式
野
球
部
は
５
月
26
日
、

東
京
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
・

法
政
大
学
戦
に
８
―
７
で
勝
利

し
、
５
季
ぶ
り
通
算
40
回
目
の
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
春
季
リ
ー
グ

で
は
、
２
０
１
６
年
以
来
３
年
ぶ

り
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

◆
硬
式
野
球
部
が
、
第
68
回
全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
で
38
年

ぶ
り
の
優
勝
＝
明
治
大
学
体
育
会

硬
式
野
球
部
は
６
月
17
日
、
第
68

回
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
決
勝

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト





























自
ら
考
え
行
動
す
る
力
養
う

 
本　

城　
　
　

玄

明
大
女
性
会
議

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

秋
田
市
で
初
開
催
へ

　
９
月
７
日
㈯
正
午
か
ら
秋
田

市
の
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

で
。
お
い
し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ

な
が
ら
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り

を
し
よ
う
と
い
う
試
み
。
お
一

人
、
あ
る
い
は
お
子
様
連
れ
で

も
大
歓
迎
。
ラ
ン
チ
代
は

１
０
０
０
円
（
補
助
あ
り
）。
参

加
申
込
は
廣
田
（
０
８
０
―

１
６
５
２
―
０
６
５
２
）
ま
で
。

で
佛
教
大
学
（
京
滋
大
学
野
球
連

盟
）
を
６
―
１
で
下
し
、
38
大
会

ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。


